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※今回のフィールド試験には含まれません

将来実現をめざす技術

廃棄バイオプラスチック

乳酸

本実証研究
にて下水処理
施設に新設

熱処理により分解熱処理により分解

当社
開発中
技術

※本技術で得られるバイオメタンはe-methaneに分類されます

本フィールド試験につい
ての詳細は下記二次元
コードを参照ください。

バイオガス／e-methane普及への取り組み

バイオプラスチックのバイオガス／e-methane化フィールド試験

食品廃棄物のe-methane化実証事業

オンサイト型バイオガス化装置「D-Bioメタン」

廃棄バイオプラスチックからポリ乳酸を回収～メタン
発酵施設でのバイオガス化を想定したフィールド試験
を行っています。
（令和5年度国土交通省 下水道応用研究）

小型試験装置

廃棄バイオ
プラスチックの
バイオガス化
サイクルイメージ

水素の効率的な利用を目指し、バイオガス化装置
「D-Bioメタン」にて、食品廃棄物から発生させたバイ
オガス中のCO2と、再生可能エネルギー由来水素から
メタンを合成し、都市ガスとして利用する実証事業を
行っています。
（環境省 令和4年度既存のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデル構築実証事業）

食品工場や商業施設で発生する食品
廃棄物を敷地内で処理し、蒸気や電
気に変換し、施設にエネルギー提供
できる装置です。
ディスポーザに食品廃棄物を投入す
るだけで、本装置が自動運転でバイ
オガス化処理を行います。

実証場所
■2022～24年度
　  大阪広域環境施設組合舞洲工場内
■2024～25年度
　 大阪・関西万博会場内

環境省
大阪市 環境局
大阪広域環境施設組合
日本国際博覧会協会

事業委託元

事業協力

万博期間協力

装置のメリット

❶廃棄物発生量削減
❷エネルギーコスト削減
❸CO2排出量削減

日量0.8～3tの食品廃棄物を処理可能処理能力
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▲実証施設イメージ
※万博期間中、追加的に実施予定

●空気からのCO2回収

●回収したCO2を
　他者から受領

DAC装置

水電解装置

バイオメタネーション設備

サバティエメタネーション設備

バイオガス化装置
「D-Bioメタン」

微生物による
メタネーション

触媒による
メタネーション

Daigasエナジー

Daigasエナジー 日立造船

サバティエメタネーション設備
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お客さま施設 食品工場・商業施設など食品廃棄物発生量の多い施設

メタン

消化液食品廃棄物

ガスエンジン

蒸気供給 電気供給

ディスポーザー

イーメタン

消化液

都市ガス
消費機器で利用

お客さま施設
内の排水処理/
厨房除害設備
で処理

5～7m3/h

蒸気供給か
電気供給かを
選択

■給湯
■コージェネ
　レーション
■厨房　　　等
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●ライフコーポ
　レーション
●日本国際
　博覧会協会

エネルギー技術研究所 A0パネル案


